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去
る
３
月
25
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
当
法
人
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で
池
田
重
雄
新
院
長

が
就
任
し
た
。

　
今
年
は
昭
和
49
年
の
開
設
か
ら
40
周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
、
新
体
制
と
な
り
「
一
人
一
人
の
患
者
さ
ま
を
大

切
に
、
良
質
で
安
心
な
ぬ
く
も
り
の
あ
る
医
療
を
提
供
す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
づ

く
り
を
行
っ
て
ゆ
く
。

尚
、
前
院
長
の
永
嶌
嘉
嗣
先
生
は
、
名
誉
院
長
と
し
て
引
き
続
き
診
療
を
行
っ
て
い
く
。

　
今
回
の
人
事
に
続
き
、６
月
１
日
付
で
玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
に
住
吉
義
光
副
院
長
が
就
任
し
た
。

院
長
就
任
に
あ
た
り

院
長
　
池
田 

重
雄

　

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
玄
々
堂
君

津
病
院
の
院
長
に
着
任
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、当
院
創
設
時
に
掲
げ
た
、

「
古
い
権
威
を
捨
て
、患
者
さ
ま
の
身
に

な
っ
て
、で
き
る
限

り
の
最
善
の
医
療
、

大
学
病
院
や
癌
セ

ン
タ
ー
等
に
も
負

け
な
い
内
容
の
医

療
を
、病
院
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、一
人
一

人
の
患
者
さ
ま
に

提
供
す
る
姿
勢
」

は
私
の
院
長
就
任

後
も
全
く
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。職
員

の
皆
様
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
３

年
に
東
京
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、

東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
河
北

総
合
病
院
、
癌
研

究
会
附
属
病
院
、

茨
城
県
立
中
央
病

院
・
地
域
ガ
ン
セ

ン
タ
ー
の
外
科
領

域
で
、
食
道
癌
・

胃
癌
・
大
腸
癌
・
肝
臓
癌
・
膵
臓
癌
な

ど
の
消
化
器
癌
、
乳
癌
の
診
断
や
手

術
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
30
代
途
中
、
学
位
取
得
後
は
留
学

す
る
機
会
を
得
て
、
米
国
の
テ
ネ
シ
ー

大
学
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
ポ
ス

ド
ク
と
し
て
外
科
の
侵
襲
と
栄
養
の
関

連
に
つ
い
て
動
物
を
用
い
た
基
礎
研
究

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
重
症
患
者
の
予
後
を

改
善
す
る
栄
養
療
法
に
つ
い
て
の
臨
床

研
究
に
従
事
し
て
来
ま
し
た
。
動
物
を

用
い
た
基
礎
研
究
で
は
、
小
さ
な
研
究

室
で
は
あ
り
ま
す
が
、
研
究
の
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
何
人
か
の
米
国
人
の

仲
間
と
意
見
を
交
わ
し
て
、
実
験
の
指

揮
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
に
帰
国

後
は
、
癌
研
究
会
附
属
病
院
、
茨
城
県

立
中
央
病
院
・
地
域
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
で

中
堅
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
若
手
外
科
医

と
共
に
外
科
手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
等

に
邁
進
す
る
日
々
を
送
り
、
そ
の
後
大

学
で
臨
床
と
研
究
を
続
け
る
道
も
あ
っ

た
の
で
す
が
、
父
で
あ
り
仕
事
の
大
先

輩
で
も
あ
る
、
池
田
貞
雄
先
生
か
ら
、

今
ま
で
に
得
た
医
療
知
識
と
技
術
を
、

地
域
の
患
者
さ
ま
の
た
め
に
役
立
て
て

は
ど
う
か
と
の
勧
め
が
あ
り
、
９
年
前

か
ら
関
連
施
設
で
あ
る
神
奈
川
県
の

南
大
和
病
院
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
君
津
病
院
院
長
を
拝
命
す
る

こ
と
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
研
鑽
を

積
み
、
地
域
の
皆
様
に
役
立
て
る
よ
う

に
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　

当
院
は
、設
立
以
来
地
域
の
皆
様
へ
急

性
期
医
療
の
提
供
を
中
心
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。当
院
の
柱
で
あ
る
腎
臓

病
疾
患
に
対
す
る
保
存
期
、透
析
導
入
、

さ
ら
に
シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
下
肢
の
血

管
内
治
療
へ
の
対
応
、そ
し
て
腎
移
植
、

ま
た
腹
膜
透
析
や
在
宅
血
液
透
析
等
の

末
期
腎
不
全
の
治
療
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
、ス
タ
ッ
フ
の
充
実
ぶ
り
は
大
学
医
学

部
附
属
病
院
に
匹
敵
す
る
レ
ベル
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。昨
今
の
地
方
で
の
医
師

不
足
の
現
状
で
は
、地
方
大
学
附
属
病
院

よ
り
も
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
体
制
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。大
﨑
副
院
長
を
中

心
と
し
た
こ
の
体
制
を
、病
院
部
門
、木

更
津
ク
リ
ニッ
ク
、坂
田
ク
リ
ニッ
ク
で
も

さ
ら
に
発
展
、充
実
さ
せ
て
患
者
さ
ま
へ

の
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、荻
野
副
院
長
を
中
心
と
し
た
、

糖
尿
病・内
分
泌
治
療
の
領
域
で
も
、患

者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。医
師・

看
護
師・栄
養
士・検
査
技
師
を
含
め
た

チ
ー
ム
で
研
鑽
を
続
け
、南
房
総
地
域
で

の
リ
ー
ダ
ー
的
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
いっ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一つ
当
院
の
診
療
部
の
柱
で
も
あ

り
ま
す
、泌
尿
器
科
診
療
、消
化
器
病
診

療
に
お
き
ま
し
て
も
、今
ま
で
以
上
の
レ

ベ
ル
の
診
療
体
制
の
充
実
、ま
た
消
化
器

内
視
鏡
検
査
、消
化
器
手
術
に
お
き
ま

し
て
も
、さ
ら
な
る
充
実
を
今
年
の
目
標

に
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体

的
に
は
、当
院
で
の
治
療
可
能
な
疾
患
に

お
き
ま
し
て
は
、大
学
病
院
、癌
セ
ン
タ
ー

と
同
等
の
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
。残
念

な
が
ら
当
院
で
の
治
療
が
不
可
能
な
疾

患
に
つ
い
て
は
、近
隣
の
施
設
と
の
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
治
療
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。そ
の
他
の
疾
患
に
つ
き
ま
し
て
も
、

当
院
で
の
初
期
診
断
、そ
し
て
迅
速
な
治

療
が
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、今
ま
で
以

上
に
診
療
部
の
充
実
と
、近
隣
施
設
と
の

連
携
を
充
実
さ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
迎
え
ま
す
超
高
齢
化
社
会
の
到

来
を
前
に
、前
述
の
急
性
期
医
療
を
柱
に

し
な
が
ら
も
、治
療
が
終
了
し
た
患
者
さ

ま
の
在
宅
復
帰
支
援
、さ
ら
に
は
在
宅
復

帰
支
援
施
設
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

今
後
の
目
標
の
ひ
と
つ
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

医
師・看
護
師・リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ・Ｍ
Ｓ

Ｗ
等
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
と
共

に
、ハ
ー
ド
面
で
も
院
内
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設

の
改
良
、改
築
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

人
員
の
充
実
と
増
員
を
図
り
、地
域
の
皆

様
へ
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
に

今
年
は
、病
院
内
外
で
の
診
療
体
制
の
変

更
、施
設
の
工
事
等
が
昨
年
度
よ
り
若

干
多
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
か
お
許
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
玄
々
堂
君
津
病
院
グ
ル
ー

プ
は
、
入
院
・
外
来
部
門
、
総
合
腎
臓

病
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
玄
々
堂
木
更
津

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
君

津
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
さ

れ
、
そ
こ
に
は
様
々
な
職
種
の
職
員

が
”患
者
さ
ま
の
た
め
に
“
と
の
気
持

ち
を
持
っ
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
自
分

に
と
っ
て
の
仕
事
は
、
今
後
も
慢
心
せ

ず
、
絶
え
間
な
く
自
己
革
新
し
な
が
ら

正
し
い
医
療
を
地
道
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
の
様
々
な
部
署
の

職
員
が
、
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
楽

し
く
か
つ
最
大
限
に
力
を
発
揮
で
き
、

そ
れ
が
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
へ
提
供

さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
最
大
限
活
か

さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

―

新
体
制
ス
タ
ー
ト―

―

新
体
制
ス
タ
ー
ト―

新
院
長
就
任

新
院
長
就
任

院
長

池
田
重
雄

　
５
月
17
日
（
土
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
木
更

津
に
お
い
て
、
千
葉
県
看
護
協
会
主
催
の

「
ま
ち
の
保
健
室
」
が
開
催
さ
れ
、
当

院
か
ら
２
名
の
看
護
師
が
参
加
し
た
。

　

５
月
12
日
の
「
看
護
の
日
」
に
ち
な

ん
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の

ひ
と
つ
で
、
看
護
週
間
に
あ
た
る
こ
の
日

は
、
君
津
・
木
更
津
地
域
の
医
療
機
関

に
勤
務
す
る
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養

士
が
健
康
相
談
や
栄
養
相
談
を
行
う
ほ

か
、
体
脂
肪
・
骨
密
度
・
肺
年
齢
の
測

定
な
ど
も
行
って
い
る
。
地
域
住
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
健
康
意
識
の
向
上
に

努
め
た
。

回
初
め
て
討
論
形
式
を
取
り
入
れ
、
西

井
大
輔
管
理
栄
養
士
と
森
陽
介
理
学
療

法
士
が
「
運
動
と
食
事
は
いっ
た
い
ど
っ

ち
が
大
事
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
会

を
行
っ
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
８
名
と
少
人
数
で

あ
っ
た
が
実
生
活
に
あ
っ
た
内
容
で
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

玄
々
堂
君
津
病
院
と
坂
田
ク
リ
ニッ
ク

に
通
う
透
析
患
者
さ
ま
向
け
送
迎
バ
ス

を
増
車
し
た
。

　

車
輌
台
数
が
５
台
と
な
り
、送
迎
ル
ー

ト
も
鋸
南
町
か
ら
木
更
津
市
内
ま
で
の

エ
リ
ア
の
送
迎
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

150
名
を
超
え
る
患
者
さ
ま
の
透
析
治
療

通
院
送
迎
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

関
連
施
設
で
あ
る
坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　

患
者
さ
ま
に
快
適
な
空
間
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
１
階
の
待
合
室
や

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
中
心
に
改

修
し
、
患
者
さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
使

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
事
を

進
め
て
い
る
。	

（
関
連
記
事
３
面
）

　

４
月
26
日
（
土
）
新
館
大
会
議
室

に
お
い
て
第
107
回
糖
尿
病
教
室
が
開

催
さ
れ
た
。

　

荻
野
良
郎
副
院
長
に
よ
る
「
さ
ら
に

進
ん
だ
糖
尿
病
治
療
薬
」
の
講
義
を
は

じ
め
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を

持
っ
た
看
護
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
理

学
療
法
士
が
講
義
を
行
っ
た
。

　

中
尾
薫
看
護
師
が
「
自
分
の
足
を

ケ
ア
し
ま
し
ょ
う
」、
渥
美
宏
薬
剤
師
が

「
新
し
い
糖
尿
病
治
療
薬
の
効
果
」
と

いっ
た
内
容
で
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
今

ま
ち
の
保
健
室

糖
尿
病
教
室
開
催

透
析
患
者
さ
ま

送
迎
バ
ス
増
車

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

改
修
工
事

　平成26年度4市（君津市・富津市・木更津市・袖ケ
浦市）の特定健康診査、後期高齢者健康診査が始ま
りました。
　当院では予約制となっておりますので、事前に予約
を取ってから来院をお願いします。

0439-52-2366
予約受付時間　9：00〜16：00
健診当日持参するもの
　・健康保険証
　・健康診査受診券・質問票
　・当院の診察券（お持ちの方のみ）
　健診当日は、朝食（午後受診する場合は昼食）を摂
らずに来院してください。
　結果をお伝えする日も予約制となります。
　検査を受けた際に、結果を聞きに来ていただく日にち
を健診担当者からご案内いたしますのでご都合の良い
日にちをお知らせください。

国保特定健康診査・後期高齢者健康診査

予約受付
番　号



　　　　　
平成26年7月15日（　）２

　

３
月
２
日
（
日
）
新
館
大
会

議
室
に
お
い
て
看
護
研
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
看
護
職
員

全
員
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
が
日
常
業
務
の
中
で
体
験
し

た
こ
と
や
、
問
題
点
に
対
す
る

改
善
策
や
、
専
門
分
野
で
の
研

究
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
看

護
師
と
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
か
ら
計

５
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
１
部
】

☆
看
護
助
手
が
行
う
清
潔
ケ
ア

の
成
功
体
験

　

４
階
病
棟
ナ
ー
ス
エ
イ
ド

岩
下
幸
子

☆
術
後
症
状
安
静
を
経
験
し
た

患
者
が
看
護
師
に
求
め
る
災

害
時
の
ニ
ー
ズ

　

３
Ｂ
病
棟
看
護
師

鍛　

有
桂

☆
職
員
の
病
棟
パ
ト
ロ
ー
ル
前

後
の
５
Ｓ
活
動
へ
の
認
識
の

変
化

―
５
Ｓ
し
つ
け
に
つ
な
げ
る

た
め
―

　

２
階
病
棟
看
護
師

板
垣　

由
香

【
第
２
部
】

☆
慢
性
呼
吸
不
全
終
末
期
患
者

の
存
在
を
支
え
る
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

―
感
謝
の
往
還
よ
”ケ
ア
“と

い
う
水
平
な
援
助
関
係
―

　

２
階
病
棟
看
護
師
長　

加
藤　

久
美
子

☆
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
の
運
営
上

の
問
題
に
対
す
る
解
決
策
の

実
現

―
ナ
ー
ス
主
導
の
フ
ッ
ト
ケ

ア
外
来
を
目
指
し
て
―

　

４
階
病
棟
看
護
師
長

森　

栄
子

研
究
発
表
会
開
催

研
究
発
表
会
開
催

看
護
研
究
発
表
会

病
院
研
究
発
表
会

　

６
月
21
日
（
土
）
新
館
大
会

議
室
に
お
い
て
、
第
16
回
病
院

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
開
か
れ
て
い
る
こ
の
発

表
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
に
お
い
て
、
研
究
し
た
成
果

を
各
学
会
や
研
究
会
等
で
発
表

し
た
も
の
を
報
告
す
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
診
療
部
・
看
護
部
・

診
療
技
術
部
（
臨
床
工
学
科

　

放
射
線
科　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
）
よ
り
計
５
題
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

☆
歩
行
獲
得
に
難
渋
し
た
症
例

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

森　

陽
介

☆
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
の
運
営
上
の

問
題
に
対
す
る
解
決
策
の
実
現

―
ナ
ー
ス
主
導
の
フ
ッ
ト
ケ

ア
外
来
を
目
指
し
て
―

看
護
部　

森　

栄
子

☆
医
療
被
曝
低
減
施
設
認
定
取

得
３
年
目
の
取
り
組
み
報
告

放
射
線
科　

古
梶
宏
和

☆e-Learning

を
利
用
し
た

当
院
の
医
療
機
器
管
理
業
務

の
現
状臨

床
工
学
科　

山
口
裕
伸

☆e-P
TFE

グ
ラ
フ
ト
血
管
内

移
植
に
よ
る
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー

ア
ク
セ
ス
過
剰
血
流
の
治
療

診
療
部　

大
﨑
慎
一

で
の
血
糖
値
の
上
が
り
方
の
違
い

を
示
し
て
い
ま
す
。ご
覧
の
通
り
、

栄
養
素
別
で
す
と
食
後
の
血
糖
値

を
上
げ
や
す
い
の
は
、ご
飯・パ
ン・麺

類
・
芋
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る

糖
質（
炭
水
化
物
）な
の
で
、糖
質

が
多
く
な
り
、頻
度
も
多
く
な
って

し
ま
う
と
、食
直
後
の
高
血
糖
状

態
が
繰
り
返
さ
れ
、「
食
後
高
血

糖
」を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。一
方
、た
ん
ぱ
く
質
は
体
の

中
に
吸
収
さ
れ
て
か
ら
、約
半
分
が

ゆ
っ
く
り
と
糖
に
変
わ
る
た
め
、糖

質
に
比
べ
て
血
糖
値
の
上
昇
作
用

が
弱
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。脂
質

は
消
化
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、食

事
を
し
て
時
間
が
か
な
り
経
っ
て

か
ら
血
糖
値
を
緩
や
か
に
上
昇
さ

せ
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は

血
糖
値
が
き
れ
い
に
推
移
し
て
い

き
ま
す
が
、脂
質
の
多
い
食
事
に
な

　

私
た
ち
が
食
事
を
す
る
と
、血

糖
値
が
上
が
り
ま
す
。食
事
に
は

様
々
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、３
大
栄
養
素
で
あ
る
、「
糖
質

（
炭
水
化
物
）」、「
脂
質
」、「
た
ん

ぱ
く
質
」が
、血
糖
値
の
上
昇
に
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
、ど
の
よ
う
な
食
品

を
、ど
の
よ
う
に
、ど
の
く
ら
い
食
べ

る
か
に
よ
っ
て
血
糖
値
の
上
が
り

方
は
変
わ
って
き
ま
す
。グ
ラ
フ
は
、

３
大
栄
養
素
に
よ
っ
て
血
糖
値
上

昇
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、ま

た
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
場
合
、

脂
質
の
多
い
外
食（
食
事
）の
場
合

る
と
、グ
ラ
フ
に
あ
る「
脂
質
の
多
い

外
食
」が
示
す
血
糖
値
の
推
移
の

よ
う
に
、血
糖
値
の
高
い
状
態
が
長

時
間
続
く
た
め
、血
糖
値
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
悪
く
な
る
と
言
え
ま
す
。

　

食
後
高
血
糖
と
は
、イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
で
低
下
す
る
は
ず
の
血
糖

値
が
高
い
ま
ま
に
な
って
し
ま
う
状

態
の
こ
と
で
、「
か
く
れ
糖
尿
病
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。空
腹
時

血
糖
の
測
定
で
は
発
見
で
き
な
い

の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

糖
質
に
着
目
し
、食
事
に
含

ま
れ
る
糖
質
量
を
把
握
し
て
食

後
の
血
糖
値
を
管
理
す
る
方
法

を「
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
」と
言
い
ま

す
。摂
取
し
た
糖
質
の
量
に
応
じ

て
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
を
調
節
す
る

こ
と
で
、血
糖
値
を
良
好
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。し
か
し
、糖
質
の
量
を
把
握
し

て
い
れ
ば
、他
の
も
の
は
好
き
な
だ

け
食
べ
て
も
良
い
、と
い
う
わ
け
で

は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
一方
で
、食
後
の
血
糖
値
を
上
げ

や
す
い
糖
質
を
制
限
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、食
後
の
急
激
な
血

糖
上
昇
を
抑
制
す
る
方

法
を「
糖
質
制
限
」と
い
い

ま
す
。た
だ
し
、糖
質
を
制

限
し
す
ぎ
て
し
ま
い
、た
ん

ぱ
く
質
や
脂
質
が
増
え
す

ぎ
て
し
ま
う
の
も
問
題
で

す
。脂
質
が
増
え
す
ぎ
て

し
ま
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

多
く
な
っ
て
太
り
や
す
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、血

糖
値
を
良
好
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、た

ん
ぱ
く
質
が
増
え
す
ぎ
て

し
ま
う
と
、腎
臓
に
負
担

を
か
け
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。現
時
点
で

は
、長
期
的
に
見
た
健
康
へ

の
影
響
は
不
明
な
た
め
、日

本
糖
尿
病
学
会
で
は「
ま

だ
根
拠
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

極
端
な
糖
質
制
限
は
推
奨
し
な

い
」と
の
提
言
を
し
て
い
ま
す
。よ
っ

て
、少
な
く
と
も
糖
質
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、一日
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

半
分
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
や
は
り
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

①
糖
質
の
摂
り
す
ぎ
を
防
ぐ
た
め

に
、麺
と
ご
飯
、パ
ン
と
パ
ス
タ
な

ど
と
いっ
た
主
食
の
重
ね
食
い
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

②
野
菜
は
毎
食
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。野
菜
を
食
事
の
最

初
に
食
べ
る
と
、糖
質
の
吸
収
を

穏
や
か
に
し
て
く
れ
る
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

③
お
か
ず（
肉
や
魚
な
ど
）を
食
べ

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

一
食
に
つ
き
一
品
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
食
事
は
ゆ
っ
く
り
、よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。満

腹
感
が
得
ら
れ
、
過
食
を
防

げ
ま
す
。

糖
質
制
限
と

カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト

栄養士さん
に聞く

健康教室
— 第10回リハビリ教室 —

日時　平成26年8月30日（土） 14:00～15:30
場所　リハビリテーション室
テーマ　転倒予防は長寿の秘訣！
内容　①あなたの転倒リスク知っていますか？

②転倒予防は何故長生きにつながる
の？

　　　③転倒予防のための運動と住環境
対象　どなたでも参加できます。
申し込み　リハビリテーション室にて承りま
す。会場の都合上、人数は20名程度とさせてい
ただきますので、お早めにお申し込み下さい。
　当院の診察券をお持ちの方は、お申し込みの
際にご提示下さい。
　当日は、運動しやすい服装でお越し下さい。
また、タオルや水分補給用の飲み物をご持参下
さい。

— 第１０８回糖尿病教室 —
日時　平成26年7月26日（土） 14:00～16:00
場所　新館中会議室
テーマ　この季節、気をつけたい事
内容　糖尿病療養指導士の資格を持った看護師・
薬剤師・栄養士・理学療法士が、各々のテーマにつ
いてお話しします。
　☆「糖質制限のお話」
　　　看護師　町田洋子
　☆「動脈硬化を防ごう！」～脂質異常症のお薬～
　　　薬剤師　武田美香
　☆「夏の食事の注意点」
　　　管理栄養士　髙橋友美
　☆「夏場の運動で注意すること」
　　　理学療法士　堀田弦
申し込み　外来第2カウンター、及び第3カウン
ターにて承ります。

開催のお知らせ

3大栄養素の血糖値に反映される速度と
異なる食事での血糖値への影響



（　）平成26年7月15日

　

こ
ん
に
ち
は
。
総
合
腎
臓
病
セ

ン
タ
ー
の
大
﨑
で
す
。
今
日
は
透

析
と
し
び
れ
の
話
し
を
し
ま
す
。	

　

手
の
し
び
れ
や
痛
み
は
よ
く
あ

る
事
で
す
ね
。腎
不
全
や
透
析
の
方

に
限
ら
ず
、糖
尿
病
や
体
調
不
良

な
ど
で
も
手
足
の
し
び
れ
と
い
う
の

は
出
て
き
ま
す
が
、特
別
な
病
気

で
は
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。	

体
調
不
良
か
ら
来
る
し
び
れ
で
多
い

の
は
、両
手
と
両
足
の
靴
下
や
手
袋

を
履
く
部
分
に
し
び
れ
感
が
多
発
す

る
も
の
で
、多
発
神
経
炎
と
言
っ
て
不

【
透
析
患
者
さ
ま
の
手
の
し
び
れ
】 

　

さ
て
、
こ
こ
は
総
合
腎
臓
病
セ

ン
タ
ー
の
コ
ラ
ム
な
の
で
、
あ
え

て
透
析
の
患
者
さ
ま
に
特
有
の
し

び
れ
に
関
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

ま
ず
、
し
び
れ
が
あ
っ
た
ら
、
両

手
か
そ
れ
と
も
片
手
の
し
び
れ

か
、
片
手
で
あ
れ
ば
、
シ
ャ
ン
ト

の
あ
る
手
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
、

し
び
れ
て
い
る
領
域
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。
両
手
両
足
で
あ
れ
ば
、

先
程
の
よ
う
に
多
発
神
経
炎
が
多

い
で
す
が
、
片
手
の
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
病
態
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
手
首
の
シ
ャ
ン
ト
手
術
後
の
し

び
れ

　

親
指
の
付
け
根
の
あ
た
り
が
し

び
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
シ
ャ
ン
ト
手
術
で
皮
膚
の
下

の
細
い
神
経
が
切
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
重
大
な
事
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
不
快
な
症
状
が
数

か
月
か
ら
数
年
続
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
神
経
が
回
復
す
る
の
を
気

長
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

②
手
の
ひ
ら
だ
け
が
し
び
れ
る
手

根
管
症
候
群

　

し
び
れ
や
痛
み
が
手
の
ひ
ら
側

だ
け
で
、
小
指
に
は
異
常
が
な
い

時
は
、
手
根
管
症
候
群
が
疑
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
長
く
透
析
を
受

け
ら
れ
て
い
る
と
、
充
分
に
取
り

き
れ
な
い
特
殊
な
タ
ン
パ
ク
が
手

首
の
じ
ん
帯
に
蓄
積
し
て
分
厚
く

な
り
、
結
果
と
し
て
正
中
神
経
を

圧
迫
し
て
し
び
れ
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
病
状
が
進
行
す
る
と
痛
み

を
伴
い
ま
す
し
、
筋
肉
も
委
縮
し

て
き
ま
す
。
透
析
中
や
寝
て
い
る

間
に
手
の
痛
み
が
増
強
す
る
場
合

は
、
手
術
で
分
厚
く
な
っ
た
じ
ん

３

快
で
す
が
、重
大
な
事
に
は
な
り
ま
せ

ん
。治
療
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
飲
ん

だ
り
し
ま
す
が
、決
定
的
な
治
療
は
な

い
の
で
数
ヶ
月
続
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。一
方
で
、歩
行
障
害
な
ど
を
伴
う

両
側
性
の
足
の
し
び
れ
は
、脊
柱
管
狭

窄
な
ど
の
脊
椎
の
病
気
や
、神
経
の
病

気
の
時
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、一カ
所

だ
け
に
し
び
れ
が
出
た
時
に
も
、き
ち

ん
と
し
た
診
断
が
必
要
で
す
。私
は

あ
る
時
、元
気
で
病
気
の
無
い
患
者
さ

ま
が
、片
足
の
し
び
れ
が
主
訴
で
来
院

し
、検
査
を
し
て
み
た
ら
脳
腫
瘍
だ
っ

た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。足
の
指

の
し
び
れ
な
ど
は
、健
康
な
人
に
も
よ

く
あ
る
事
で
す
が
、こ
の
方
の
様
な
ま

れ
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

帯
を
切
る
と
改
善
し
ま
す
。
術
後

は
こ
の
タ
ン
パ
ク
を
取
り
除
く
吸

着
療
法
を
透
析
中
に
並
行
し
て
行

う
事
が
出
来
ま
す
。

【
血
流
障
害
は
危
険
】

　

し
び
れ
が
手
の
甲
や
手
全
体
の

時
は
、
手
の
血
流
障
害
が
心
配
で

す
。
シ
ャ
ン
ト
が
あ
る
手
の
場

合
は
、
さ
ら
に
疑
わ
れ
ま
す
。
ス

テ
ィ
ー
ル
症
候
群
と
い
い
ま
す

が
、
指
先
に
行
く
血
液
が
シ
ャ
ン

ト
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
病
態
で

す
。
放
置
す
る
と
痛
み
も
出
現

し
、
手
が
冷
た
く
な
っ
た
り
、
紫

色
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に

進
行
す
る
と
、
小
さ
な
傷
が
治
ら

な
く
な
っ
て
潰
瘍
に
な
り
、
真
っ

黒
く
壊
死
し
て
指
が
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ス
テ
ィ
ー
ル
症
候
群
は
、
手

に
行
く
血
管
が
動
脈
硬
化
で
閉

塞
や
狭
窄
を
お
こ
し
て
い
る
場

合
や
、
過
剰
血
流
と
言
っ
て
シ
ャ

ン
ト
が
必
要
以
上
に
流
れ
て
い
る

場
合
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
軽
症
の
場
合
に
は
し
び
れ
以

外
に
症
状
が
な
い
た
め
、
医
師
が

見
て
も
診
断
が
難
し
い
の
で
す
。

さ
ら
に
シ
ャ
ン
ト
の
流
れ
も
良
い

場
合
が
多
い
の
で
、
透
析
の
妨
げ

に
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
透
析
ス

タ
ッ
フ
も
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。	

　

手
の
し
び
れ
や
痛
み
が
続
く
時

に
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
ス
タ
ッ
フ

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
当
院

透
析
室
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ（
皮
膚
還
流

圧
）と
い
う
検
査
で
指
の
血
流
を
直

接
診
断
で
き
、HD

02

と
い
う
機
器

で
過
剰
血
流
の
有
無
を
判
定
で
き

　

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
９
月
の

完
成
を
目
指
し
て
現
在
改
修
工
事

中
で
す
。

　

工
事
の
間
、
患
者
さ
ま
に
は
多

大
な
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
改
修
工
事
は
、患
者
さ
ま
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
を
第
一の
目
的
に
、建

築
家
の
飯
沼
竹
一氏
に
設
計
依
頼
し
、

１
階
フ
ロ
ア
と
２
階
の一
部
を
改
修
し

ま
す
。

　

ま
ず
玄
関
に
は
、車
い
す
が
入
り
や

す
い
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
、１
階

待
合
室
に
は
、
食
事
も
出
来
る
よ

う
な
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
。
更
に
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
少
し
で
も
患

者
さ
ま
が
使
い
や
す
く
、
気
持
ち

よ
く
待
ち
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

　

２
階
は
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の

設
置
や
透
析
室
内
も
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
を
考
え
て
、

一
部
改
修
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
工
事
に
伴
い
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
と
心
電
図
室
が
な

く
な
る
た
め
、
検
査
が
必
要
な
場

合
は
、
君
津
病
院
で
検
査
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
開
設
し
、年
月
の
積

み
重
ね
に
よ
り
、施
設
内
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
疲
れ
が
見
え
始
め
て
い
ま
す

が
、今
回
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
で
、さ
ら
に

10
年
20
年
と
、透
析
患
者
さ
ま
に
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

ま
す
。さ
ら
に
エ
コ
ー
で
肘
か
ら
先

の
動
脈
の
流
れ
を
観
察
し
た
り
、

カ
ラ
ー
ド
ッ
プ
ラ
ー
法
で
血
液
の

逆
流
を
検
査
し
て
ス
テ
ィ
ー
ル
症

候
群
の
診
断
を
し
て
い
ま
す
。

【
ス
テ
ィ
ー
ル
症
候
群
を

放
置
す
る
と
危
険
で
す
】

　

そ
の
患
者
様
は
、
以
前
か
ら

シ
ャ
ン
ト
側
の
指
が
痛
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
ま
り
気
に
留
め
て
お

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
指
の

色
が
悪
い
と
連
絡
を
受
け
て
診
察

し
て
み
る
と
、
指
が
１
本
壊
死
し

て
切
断
が
必
要
な
状
態
で
し
た
。

動
脈
硬
化
で
血
管
が
細
い
う
え

に
、
シ
ャ
ン
ト
で
血
が
取
ら
れ
て

し
ま
い
、
手
に
血
液
が
供
給
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
す
ぐ

に
シ
ャ
ン
ト
を
閉
鎖
し
て
そ
れ
以

上
の
進
行
は
止
ま
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
早
く
診
断
が
つ
い
て
い
れ

ば
指
を
落
と
さ
な
く
て
済
ん
だ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
様
に
し
び

れ
の
時
点
で
の
早
期
発
見
は
、
と

て
も
重
要
で
す
。

	【
し
び
れ
は
原
因
が
重
要
】 

　

し
び
れ
は
多
く
の
場
合
、
放
置

し
て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

治
療
方
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
原
因
に
よ
っ
て
は
重
大
な
事

に
な
る
事
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

ま
し
た
か
。
大
切
な
事
は
、
初
め

て
し
び
れ
が
出
た
時
に
、
原
因
と

し
て
の
重
大
疾
患
を
否
定
し
て
お

く
事
で
す
。
透
析
領
域
で
は
、
ま

ず
血
流
障
害
の
有
無
を
確
認
す
る

事
が
大
切
で
す
。

	【
し
び
れ
の
原
因
は
、

多
く
の
診
療
科
に
わ
た
る
】

　

皆
さ
ん
、
し
び
れ
の
原
因
は
、

透
析
特
有
の
も
の
か
ら
整
形
外
科

疾
患
、
血
管
外
科
疾
患
、
神
経
内

科
疾
患
、
脳
外
科
疾
患
、
代
謝
疾

患
、
自
己
免
疫
疾
患
…
と
様
々
な

腎センター　  り
総合腎臓病センター　センター長　大﨑 慎一

便

手のしびれ
と

血液透析
について

　総合腎臓病センターでは、4月より南大和病
院透析センターとの合同会議を始めました。
　同じＣＫＤ治療を行っている者同士が交流
を図り、知識や技術を共有し、各々の施設で
の治療に活かすため、毎月開催している総合
腎臓病センター会議、血液浄化部診療検討会
の2つの会議を合同で行っています。
　毎月の会議では、各施設の状況報告や、Ｃ
ＫＤ治療に関する情報交換等、毎回活発な討
議が行われており、さらによい医療を提供で
きるセンターづくりをするため、頑張ってい
ます。

南大和病院との
合同会議を行いました。

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
改
修
工
事
に
つ
い
て

診
療
科
に
わ
た
り
ま
す
。
多
く
の

場
合
は
軽
症
で
す
が
、
ま
れ
に
重

大
疾
患
が
含
ま
れ
ま
す
。
し
び
れ

や
痛
み
は
、
患
者
さ
ま
が
訴
え
な

い
限
り
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
以
上
を
参
考
に
し
て
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩廊完成予想図

待合室完成予想図
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編
集
後
記

当院では予約制で診察を行っておりま
す。
当日に受診希望の方も診察の予約が必
要です。
診察をご希望の際は事前に「予約専用
番号」までご連絡ください。予約変更
もこちらで受け付けております。

※時間帯により混雑の為、大変繋がり
にくい場合がございます。

※受付時間外の対応は致しかねます
のでご了承ください。

※救急・急患の場合は代表番号にご連
絡ください。

　代表番号　0439-52-2366

診察予約専用番号

新入職員歓迎ハイキング新入職員歓迎ハイキング
永年勤続者表彰永年勤続者表彰

４

　今年の２月22日に、ボランティアの大
野トミ子さんが、活動１０００時間を達成
しました。
　大野さんは、当院でボランティア活動を
始めて11年目となり、１０００時間達成は４
人目となります。
　院内のあちらこちらで活躍している車

椅子の荷物入れや、資料を運ぶ際に使用
するトートバック等多くの物を作って下さっ
ています。
　待合室に飾っているつるし飾りは、抜群
の器用さで、細やかな作品の数 を々仕上
げていただいています。

　６月21日に七夕の笹飾りを飾りました。
　ボランティアさん手作りの飾りが結ばれ
た８本の笹は、外来や各病棟に飾られ、患
者さまやご家族さまの願いが込められた
短冊をしっかり支えてくれました。
　７月５日（土）には、外来待合室で七夕コ
ンサートを開催しました。
　今年は地域のボランティア団体「どんぐ
り劇団」や栄養科職員が出し物を披露し、

最後にげんげんどうかがやき保育所の子
供達が登場すると、会場から大きな拍手
が鳴り響き、患者さまをはじめ来場の皆様
と和やかな時間を過ごしました。

活動１０００時間達成

七夕の笹を飾りました

福原　華世（看護師）
髙木　舞（看護師）
岩田　彩花（看護師）
德島　美咲（看護師）
前田　寬美（看護師）

田﨑　由希子（看護師）
石渡　寛子（看護師）
西脇　千亜希（看護師）
藤井　京子（看護師）
沼里　亜季（准看護師）

鈴木　伊亜梨（臨床工学技士）
岩﨑　里穂（臨床工学技士）
須藤　貴大（作業療法士）
荻野　悟（管理栄養士）
宮﨑　真紀（調理員）

鍬田　拓弥（ナースエイド）
石井　美穂（ナースエイド）
榎沢　規子（ナースエイド）
渡辺　咲（クラーク）
西口　まこ（診療情報管理士）

鈴木　茉友（事務員）
沢口　真紀（事務員）
井上　亜希（事務員）
齋藤　恵（保育士）

4月1日24名の新入職員を迎え、新年度がスタートしました。
5月18日には、恒例の新入職員歓迎ハイキングが行われ、ゴールの
マザー牧場で永年勤続表彰式を行いました。

大胡さやか（看護師）
榎本貴子（看護師）
近藤紗由（看護師）
丹野洋美（看護師）
武田真弓（看護師）
高橋久美子（看護師）
萩原桂（看護師）
渡邊里絵（看護師）
石和田直人
　（放射線技師）

松田良子（クラーク）
山岸みさえ
　（ナースエイド）
江澤真理子
　（ナースエイド）
村上浩子（事務員）
山口愛子（事務員）
大野由紀子（事務員）
加藤恵子（保育士）
鈴木雪恵（保育士）

加藤久美子（看護師）
木村純子（看護師）
大友タミ子（看護師）
田畑小百合（准看護師）

渡部和子（看護師）

平成26年度　永年勤続表彰受賞者

10年表彰

20年表彰

30年表彰

受付時間
�午前9時〜午後4時
※月曜日〜土曜日（日曜、祝日は除く）

予約専用番号

0439-52-7068

▼
有
言
実
行
し
ま
し
た
…
次
は

筋
ト
レ
頑
張
り
ま
す
！	

（
Ω
）

▼
異
常
気
象
が
多
い
け
ど
、
ほ

ど
ほ
ど
が
一
番
。
天
の
神
様

～
今
年
の
夏
お
手
柔
ら
か
に

願
い
ま
す
。	

（
わ
ぁ
い
）

▼
今
年
も
二
の
腕
禁
止
令
発

動
！
（
痩
せ
た
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
☆
）

▼
異
常
気
象　

朝
は
晴
天　

ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
泣
か
さ
れ
る
…	

	
	

（
青
林
檎
）

▼
飛
び
交
う
蛍
を
見
な
が
ら
、

し
ば
し
ぼ
ー
っ
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。	

（
ぜ
っ
と
ん
）

▼
【
生
ビ
ー
ル
冷
え
て
ま
す
！
】

と
い
う
言
葉
に
テ
ン
シ
ョ
ン

上
が
る
季
節
の
到
来
で
す
！

	
	

（
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）

▼
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
…	

（
て
つ
）

▼
今
年
こ
そ
、
期
限
を
守
っ
て

仕
事
を
し
た
い
と
誓
い
ま
し

た
が
、
総
崩
れ
の
私
…
後
半

は
頑
張
り
ま
す
。（
あ
ぶ
く
ん
）

▼
初
め
て
の
新
聞
…
こ
れ
か
ら

頑
張
り
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

も
！	

（
バ
ス
ケ
好
き
）


